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リリースノート(Ver.400) 

地盤変形

浸透流

圧密

斜面安定

動的解析
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動解析モジュール 1D液状化判定(LIFA) 

動解析モジュール  2D液状化判定(LIFA) 

斜面モジュール  クラックと円弧切断面の定義 

斜面モジュール 補強材のタイプと円弧スベリ(LEM)解析の上位オプションの追加 
 
斜面モジュール LEM 詳細計算法を追加 

浸透流モジュール 地表浸透能を考慮できるオプション追加 

各モジュール共通 施工段階移動バー追加 

各モジュール共通 メッシュプレビュー機能追加

各モジュール共通 メッシュ押し出し機能追加 

各モジュール共通 構成節点の連結機能追加 
 

 Analysis 



各モジュール共通 複数等位面表現 

各モジュール共通 施工段階、時間ステップ別結果表示バー追加 

斜面モジュール 入力データ及び結果ファイルの出力 
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Pre-Processing 

1. [各モジュール共通] 施工段階移動バー追加

• 施工段階解析モデルの定義時、段階の隣に移動バーを追加して段階別データを設定しやすくしました。

2. [各モジュール共通] メッシュプレビュー
• メッシュの作成の前にプレビュー ボタンを利用してメッシュが生成される形状を予め確認することができます。
オートメッシュ、マップドメッシュ、直交メッシュ、押し出しメッシュで使用できて、オートメッシュの場合には節点が生成される位置
を画面上で確認することができます。

• モデル 要素分割 オートメッシュ、マップドメッシュ、直交メッシュ、押し出しメッシュ

• 解析 設計 施工段階 段階別モデル

プレビュー

作成されたメッシュ
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Pre-Processing 

3. [各モジュール共通] メッシュ押し出し機能追加

• 2D 要素境界線またはサイズ指定した線を押し出しして２D要素を生成します。(線を使用する場合、該当の線に予めサイ
ズ指定(seeding)する必要があります。) 

• モデルの解析領域を広げたり、追加的に隣接したメッシュを作成する場合、簡単にメッシュが生成できます。 

4. [各モジュール共通] 構成節点の連結機能追加

• 共有されている節点の連結を切ったり、剛体のようなリンク要素を生成することができます。
• 節点間連結を通じて生成された剛体リンク要素はモデル化エラーによって微小に離れた二つの節点間を自動に連結する際に
主に使用されて、同時に複数の節点を選択し多重リンクを一気に生成することができます。

• モデル 要素 構成節点の連結

• モデル 要素分割 押し出しメッシュ
[参照線] 

[参照線] 

1 

1 2 

2 

[押し出しメッシュ] 

[構成接点の連結] 

[接点連結の前] 

[接点連結の後 – 剛体リンク適用] 
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Solver 

1. [斜面モジュール] 円孤すべり(日本設計基準対応) 

• 道路土工指針による安定計算が出来ます。 
• 河川堤防の構造検討手引きによる安定計算が出来ます。 

■日本設計基準対応 
  
- 対応基準： 
道路土工 盛土工指針（平成22年版） 
道路土工 切土工指針（平成22年版） 
道路土工 盛土工指針軟弱地盤対策指針（平成24年版） 
河川堤防（平成22年版） 
 
- 計算方法： 
修正Fellenius 
 
a) すべりに対する安定計算 （常時計算） 
b) 慣性力を考慮した安定計算（地震時計算） 
c) 過剰間隙水圧の発生を考慮した安定計算（地震時計算） 

 
 
  

[盛土工指針により円弧すべり検討] 

[浸透流解析結果 (間隙水圧分布)] 

[連携解析(河川堤防)] 

• 解析 設計 設計条件 解析ケース 追加 解析制御データ

[液状化低効率と過剰間隙水圧比の関係] 

2．河川堤防で過剰間隙水圧 Δuは以下の式で評価 
  FL >1.0 の場合, Δu/σ'v = FL-7 
  FL >1.0の場合, Δu/σ'v = 1 

1．盛土工過剰間隙水圧の考慮方法 
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Solver 

2. [斜面モジュール] ニューマークによる残留変形量計算 

• 入力地震波を用いたニューマーク法による残留変形量算定ができます。 
• 地震応答解析を用いたニューマーク法による残留変形量算定ができます。 

■ニューマーク法 
  
- 対応基準： 
道路土工 盛土工指針（平成22年版） 
道路土工 切土工指針（平成22年版） 
道路土工 盛土工指針軟弱地盤対策指針（平成24年版） 
河川堤防（平成22年版） 
NEXCO設計要領対応 
 
- 安全率計算方法： 
修正Fellenius 
Fellenius 
 
- 強度考慮方法： 
a) 地盤強度低下を考慮しない 
b) 瞬時強度低下を考慮 
c) 暫時強度低下を考慮 
 
  

地盤強度低下を考慮しない

[ニューマーク法による残留変形量計算例] 

[NEXCO設計要領対応による残留変形量計算例] 
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Post-Processing 

1. [各モジュール共通] 複数等位線

• 複数解析ステップの等位線を同時に表示する機能を追加しました。
• 施工段段階別水位変化を一度に確認する際に活用できます。

2. [各モジュール共通] 施工段階、時間ステップ別結果表示バー追加
• グラフィック結果項目の中でステップスライドバー（ ）を利用して便利に各施工段階または時間ステップ別結果を画面
上でリアルタイムで確認することができます。

• リアルタイム オプションにチェックを入れると該当結果が画面上にすぐ適用されて出力されます。

• 結果 グラフィック結果

• 結果 詳細結果 複数等位面

複数等位面

※ 数値は全体結果の中から最大 最小値の間でバーを移動して選択したり直接値
を入力することができます。

[ステップスライドバー] [初期段階の全体変位] 

[1段補強土壁設置時の全体変位] [構造物設置段階時の全体変位] 
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Post-Processing 

3. [斜面モジュール] 入力データ及び結果ファイルの出力 

• 既存の最小安全率のみを出力していた結果ファイルでモデル化情報や最小安全率、円弧破壊変更及び接線位置結果、
切片結果を別途の 形式のファイルで出力します。

• 解析 設計 設計条件 解析ケース 追加 解析制御データ

ファイル名
プロジェクト名

適用物性値

境界条件

最小安全率算出根拠

[入力データ及び結果ファイル出力] 

[結果ファイル別途出力] 
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通
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善
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浸
透
解
析
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収
束
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お
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速
度
の
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善
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弱
地
盤
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円
弧
が
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さ
れ
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を
修
正
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ェ
ッ
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で
き
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よ
う
に
改
善
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追
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共
通

複
合
断
面
に
お
け
る
剛
性
の
自
動
計
算
機
能
の
追
加

•
定
型
化
さ
れ
て
い
な
い
断
面
で
の
剛
性
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
計
算
し
ま
す
。
（面
積
（
）、
断
面
次
モ
ー
メ
ン
ト
（
）、
回
転
半
径
（
））

•
地
盤
の
物
性
が
割
り
当
て
ら
れ
た
２
要
素
を
選
択
す
る
と
、
選
択
し
た
要
素
と
物
性
か
ら
剛
性
を
自
動
的
に
計
算
し
、
構
造

特
性
で
こ
れ
ら
が
活
用
で
き
ま
す
。
要
素
の
メ
ッ
シ
ュ
が
細
か
い
ほ
ど
正
解
に
近
い
値
が
得
ら
れ
ま
す
。

•モ
デ
ル

 >
 属
性

 >
 剛
性
計
算

 
※

 登
録
さ
れ
た
剛
性
は
構
造
部
材
特
性
で
形
状
が

[ユ
ー
ザ
ー
定
義

]の
場
合
使
用

可
能
で
、
適
用
可
能
な
部
材
は
「
梁
」
、
「
ト
ラ
ス
」
、
「
埋
め
込
み
ト
ラ
ス
」
要
素
で
す
。

 

剛
性
計
算

構
造
部
材
の
特
性
の
定
義
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浸
透

半
無
限
地
盤
要
素
の
追
加

•境
界
条
件

|解
析

  
>

 境
界

 >
 半
無
限
地
盤

 

半
無
限
地
盤

•
流
れ
が
無
限
に
発
生
す
る
半
無
限
地
盤
要
素
を
要
素
の
境
界
線
に
定
義
し
ま
す
。

（
※
無
限
要
素
の
幾
何
学
的
形
状
関
数
は
全
体
座
標
系
の
無
限
領
域
を
自
然
座
標
系
の
有
限
領
域
で
表
し
、
ヤ
コ
ビ

行
列
の
計
算
で
適
用
さ
れ
ま
す
。
四
角
形
の
要
素
で
あ
る
節
点
と
節
点
に
対
し
無
限
境
界
の
考
慮
が
可
能
で
、
三

角
形
の
要
素
で
は
無
限
境
界
が
考
慮
で
き
ま
せ
ん
。
）

1

2



3



4

1
23

4

x

y





[ 
사
상

 무
한
요
소

 ]
 

半
無
限
地
盤
を
設
定
し
な
い
場
合

半
無
限
地
盤
を
設
定
し
た
場
合
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共
通

施
工
段
階
設
定
の
ツ
リ
ー
で
要
素
名
の
整
列
機
能
を
追
加

•施
工
段
階
設
定
ツ
リ
ー
で
要
素
を
名
称
順
に
整
列
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
既
存
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
生
成
順
で
の
整
列
の
み
可
能
で
し
た
。
）

• 境
界
条
件
解
析

 >
 施
工
段
階

 >
 段
階
別
モ
デ
ル

 

生
成
順
で
整
列

名
称
の
順
で
整
列

要
素
を
名
称
順
に
整
列
で
き
、施

工
段
階
の
構
成
が
簡
単
に
設
定
で
き
る
よ
うに
な
りま
した
。
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動
解
析

爆
発
荷
重
及
び
列
車
移
動
荷
重
の
作
成
機
能
の
追
加

•爆
発
荷
重
デ
ー
タ
及
び
列
車
の
移
動
荷
重
を
作
成
す
る
機
能
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

•簡
単
な
デ
ー
タ
の
入
力
に
よ
り
、
解
析
に
適
用
す
る
た
め
の
爆
発
荷
重
や
列
車
の
移
動
荷
重
が
自
動
的
に
生
成
で
き
ま
す
。

•ツ
ー
ル

 >
 ツ
ー
ル

 >
 動
的
荷
重
作
成

 

爆
発
荷
重
の
作
成

列
車
の
移
動
荷
重
の
作
成
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共
通

前
処
理
機
能
の
改
善

•
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
設
定
で
、
線
の
色
、
線
太
さ
オ
プ
シ
ョ
ン
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

•
線
の
色
と
太
さ
を
調
節
し
幾
何
形
状
の
枠
線
が
容
易
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

•ウ
ィ
ン
ド
ウ

 >
 表
示

 >
 表
示
設
定

 

[ 
線
太
さ
の
変
更
後

 ]
 

[ 
表
示
設
定

 ]
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共
通

前
処
理
機
能
の
改
善

•
フ
ァ
イ
ル
の
モ
デ
ル
範
囲
が
非
常
に
大
き
い
場
合
、
要
素
メ
ッ
シ
ュ
の
作
成
の
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
強
制
終
了
さ
れ
る
現

象
を
防
止
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
範
囲
が
大
き
い
場
合
は
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
力
し
ま
す
。

•
結
果
連
動
の
際
、
デ
フ
ォ
ル
ト
と
し
て
「
浸
透

」
を
読
み
込
む
よ
う
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

•
斜
面
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
解
析
ケ
ー
ス
の
デ
フ
ォ
ル
ト
が
「
斜
面
安
定

解
析
」
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

•M
ai

n 
M

en
u 

>
 読
み
込
み

 >
 

フ
ァ
イ
ル

 

•解
析
設
計

 >
 設
計
条
件

 >
 解
析
ケ
ー
ス

 

•荷
重
境
界
条
件

 >
 荷
重

 >
 結
果
連
動
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浸
透

浸
透
解
析
の
収
束
性
お
よ
び
速
度
の
改
善

• 
浸
透
解
析
の
収
束
性
が
向
上
さ
れ
ま
し
た
。

 
• 
既
存
の
非
定
常
流
解
析
で
時
間
単
位
の

se
c条

件
で
、
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
の
入
力
流
量
が
「
0」
の
場
合
、
収
束
さ
れ
に
く
か
っ

た
の
で
す
が
、
時
間
積
分
の
方
法
を
見
直
し
収
束
性
及
び
速
度
が
向
上
さ
れ
る
よ
う
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

[침
투
함
수

 정
의

] 

•境
界
条
件
解
析

 >
 境
界

 >
 浸
透
関
数
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軟
弱

地
盤

（
排

水
材

の
直

径
撹

乱
領

域
の

直
径

）
で

入
力

で
き

な
い

よ
う

に
変

更

• 
圧

密
促

進
の

た
め

施
工

さ
れ

る
排

水
材

の
直

径
は

撹
乱

領
域

の
直

径
よ

り
小

さ
い

値
で

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

排
水

材
の

直
径

が
撹

乱
領

域
の

直
径

よ
り

大
き

い
場

合
発

生
さ

れ
る

計
算

エ
ラ

ー
を

防
ぐ

た
め

、
間

違
っ

た
値

が
入

力
さ

れ
な

い
よ

う
に

修
正

し
ま

し
た

。
 

排
水

材
直

径
撹

乱
領

域
直

径
の

入
力

制
限

dw
 >

 d
s 

•1
次

元
圧

密
 >

 属
性

 >
 排

水
材

特
性

 

排
水

材
撹

乱
領

域
の

概
念

図
M

ü
lle

r,
 2

0
1
3
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斜
面

特
定
の
条
件
に
お
い
て
破
壊
円
弧
が
裏
返
さ
れ
る
問
題
を
修
正

•限
界
平
衡
解
析
で
、
破
壊
円
弧
が
探
索
で
き
な
い
例
外
ケ
ー
ス
に
対
し
て
正
し
く
計
算
で
き
る
よ
う
修
正
し
ま
し
た
。

 

►
例
外
ケ
ー
ス
：
右
側
か
ら左

側
の
斜
面
が
急
勾
配
で
あ
る
場
合

•解
析
設
計

 >
 実
行

 >
 解
析

 

So
lv

er
 

破
壊
円
弧
探
索
の
エ
ラ
ー

破
壊
円
弧
の
正
常
探
索
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共
通

物
性
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
な
い
部
分
の
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
改
善

•レ
イ
ヤ
（
面
）
で
地
盤
物
性
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
「
no

ne
」と
ハ
イ
ラ
イ
ト
表
示

 
•地
盤
物
性
に
よ
り
解
析
が
行
え
な
い
場
合
、
問
題
の
あ
る
レ
イ
ヤ
（
面
）
が
す
ぐ
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

 
•適
用
モ
ジ
ュ
ー
ル
：
ト
ン
ネ
ル

/斜
面

/浸
透

/圧
密

/動
解
析

 

•モ
デ
ル

 >
 オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
情
報

 >
 特
性
表
示

 

特
性
表
示

地
盤
物
性
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
な
い
面
を
表
示
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通
] 
メ

ッ
シ

ュ
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称
変

更
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通
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G
TS

 N
X

節
点

／
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素
の

互
換

A
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a
ly

si
s


[斜

面
] 
敏

感
度

分
析

法
の

追
加


[斜

面
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論
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解
析

法
の

追
加
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1.
 [共
通

] メ
ッ
シ
ュ
名
称
変
更

•メ
ッ
シ
ュ
セ
ッ
ト
に
指
定
し
た
整
列
順
に
一
連
の
接
尾
番
号
を
追
加
し
て
名
称
を
修
正
す
る

•メ
ッ
シ
ュ
セ
ッ
ト
名
に
整
列
し
て
施
工
段
階
の
定
義
が
容
易
に
で
き
る

En
ha

nc
em

en
t

•モ
デ
ル

>
 要
素
分
割

>
 名
称
変
更

[整
列
お
よ
び
名
称
ル
ー
ル
の
指
定

]
[メ
ッ
シ
ュ
セ
ッ
ト
名
の
変
更

]
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2.
 [共
通

] G
TS

 N
X
節
点
／
要
素
の
互
換

•G
TS

N
X
と
互
換
可
能
な
材
質

/プ
ロ
パ
テ
ィ

/要
素

/節
点
情
報
が
中
立
フ
ァ
イ
ル

(*
.fp

n)
に
追
加
に
出
力
さ
れ
る

En
ha

nc
em

en
t

•フ
ァ
イ
ル
メ
ニ
ュ
ー

>
 書
出
し

>
 f
pn
フ
ァ
イ
ル
(*
.fp
n)
...

[整
列
お
よ
び
名
称
ル
ー
ル
の
指
定

]
[メ
ッ
シ
ュ
セ
ッ
ト
名
の
変
更

]
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1.
 [斜
面

] 敏
感
度
分
析
法
の
追
加

•地
盤
定
数
変
化
に
よ
る
斜
面
の
安
全
率
が
確
認
で
き
る
敏
感
度
分
析
法
の
追
加

•斜
面
で
特
定
地
盤
材
料
の
値
が
一
定
値
の
変
化
を
表
す
場
合
、
斜
面
安
全
率
の
変
化
を
確
認
す
る
方
法

En
ha

nc
em

en
t

•限
界
平
衡
法

>
 属
性

>
 地
盤
物
性

>
 材
料
統
計

[材
料
統
計

–
敏
感
度
分
布

]
[敏
感
度
結
果

]

•結
果

>
 統
計
結
果

>
 敏
感
度
結
果
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2.
 [斜
面

] 確
率
論
的
解
析
法
の
追
加

•地
盤
の
不
確
実
性
を
考
慮
し
た
安
定
性
が
確
認
で
き
る
確
率
論
的
解
析
法
を
追
加

•確
率
論
的
解
析
‐
安
全
率
以
外
に
破
壊
確
率

(P
F)

,信
頼
度
指
数

(R
I)の
指
標
を
用
い
て
斜
面
の
安
定
性
や
危
険
性
を
表
す

En
ha

nc
em

en
t

•結
果

>
 統
計
結
果

>
 確
率
論
結
果

[材
料
統
計

–
確
率
論
分
布

]
[確
率
論
結
果

]

PF
(P

ro
ba

bi
lit

y 
of

 F
ai

lu
re

) 
: 値
が
大
き
い
程
、
破
壊

が
起
こ
り
得
る
確
率
が
大
き
い
こ
と
を
意
味
す
る

R
I(
R
el

ia
bl

it
y

In
de

x)
 : 
不
確
実
性
に
対
す
る
安
定
性
を

意
味
し
、
値
が
大
き
い
程
安
全
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る

•限
界
平
衡
法

>
 属
性

>
 地
盤
物
性

>
 材
料
統
計
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3.
 [斜
面

] L
EM

 ‐
N

ew
m

ar
k法
と
等
価
線
形
結
果
の
連
動

•既
存
の

N
E

X
C

O
設
計
方
法
で
考
慮
で
き
た
等
価
線
形
解
析
で
の
荷
重
の
連
動
を

N
ew

m
ar

k法
に
拡
張

En
ha

nc
em

en
t

[結
果
連
動
–
荷
重

]

•荷
重
|境
界
条
件

>
 荷
重

>
 結
果
連
動
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41. [動解析モジュール] せん断剛性の計算オプション追加(LIFA)

1. [地盤変形モジュール] ALIDデータ連携

 Analysis
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Pre-Processing

1. [地盤変形モジュール] ALIDデータ連携

• SoilWorksとALID間でメッシュ情報(節点、要素)や地盤物性、対策工情報を連携することができるようになりました。
• さらに、河川堤防の液状化対策業務において、液状化対策工の諸元設定ツール(SOLIFLUK PE) と連携すると、
以下の活用効果が得られます。
活用例１）SOLIFLUKからSoilWorksへ原地盤や対策工情報を連携し、SoilWorksでメッシュを作成、地盤変形解析

や浸透流の安定性などを検討
活用例２）SoilWorksのFEM情報（節点、要素、地盤物性、対策工情報）をALID用入力ファイルとして書き出し、

ALIDで解析条件を追加し有限要素法による自重解析を実行することで、地震時における堤防の変形量を
効率的に検討

• SoilWorksアイコン＞読み込み[書き出し] > ALIDファイル (*.asi/*.msh)

SOLIFLUK PE SoilWorks ALID

*.slfd ⇒ *.spb ⇔ *.asi, *.msh

原地盤形状 ⇔※1 原地盤形状 ⇔ 原地盤形状

地盤物性
⇒

地盤物性
⇔

地盤物性
(弾性/弾塑性モデル)

対策工情報
(形状、物性・断面特性) ⇒

対策工情報
(形状、物性・断面特性) ⇔

対策工情報
(形状、物性・断面特性)

地下水位 ⇒ 地下水位 ⇔ 地下水位

節点 ⇔ 節点

要素(平面ひずみ、梁、トラス、
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ、バネ、剛体リンク) ⇔

要素(Solid, Beam, Bar, Joi
nt, Spring)

SOLIFLUK PE

ALID

■データ連携項目

SoilWorks

※1 CADファイルを使って形状データ連携

■データ連携概念図
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Analysis

1. [動的解析モジュール]せん断剛性の計算オプション追加(LIFA)

• せん断剛性の計算オプションとして、以下の2種類の計算方法を選択できるようになりました。
• “計算手法１” を選択した場合、1972年のShakeの計算方法を使用します。
• “計算手法２” を選択した場合、1992年のShake91の計算方法を使用します。

• ツール> ツール > LIFA

■解析 >解析ケース > 1D等価線形

■計算手法１

■計算手法２






